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本文書は、ネットワーク技術者に求められるIPv6関連技術習得に係る資格試験認定(導入者編)のセルフチェックシートである。資格試験・カリキュラムが認定を受けるにあたり必要となる 1. 概要 2. 認定項目基準表 の項目を全て記述し、下記提出先まで電子メールにて送付すること。尚、必須項目は全て記述する必要があるが、推奨項目はその限りではない (管理者の場合は1. 概要 及び 2.1 基本技術、2.2 移行技術、2.3 運用技術 が必須項目である)。
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1. 概要(必須項目)
	事業者名
	

	認定を受ける対象の名称
Ａ．資格試験
Ｂ．カリキュラム
（ＡかＢの非該当を削除）
	

	参照先URL
	

	概要
	

	テキスト名、資料名
	

	担当者1
	事業部
	

	
	部門
	

	
	名前
	

	
	電話番号
	

	
	メールアドレス
	

	担当者2
	事業部
	

	
	部門
	

	
	名前
	

	
	電話番号
	

	
	メールアドレス
	


2. 認定項目基準表
2.1. 基本技術(必須項目)
	IPv6独自技術

	1 
	IPv4アドレス枯渇の現状

(地域インターネットレジストリの未分配IPv4アドレスの在庫が数年後には無くなると予測されているという、IPv6への移行を促進する背景について言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	2 
	IPv6アドレス表記
(IPv6アドレス空間が128ビットになり、16ビットごとで8つに区切った16進数で表記されることに言及していること。また、アドレス表記の省略方法について言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	3 
	IPv6 で利用されるアドレス種別
(マルチキャストアドレス、エニーキャストアドレス、ループバックアドレス、IPv4組み込みアドレス等特別なアドレス種別が存在することについて言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	4 
	スコープの概念
(特定の領域でのみ有効なアドレスの範囲が指定されていることに言及していること。グローバルアドレス、リンクローカルアドレスについて言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	5 
	アドレス割り当ての方法
(ICANN(Internet Corporation for Assigned Names and Numbers)及びRIR(Regional Internet Registries) によってアドレスの割り当てが管理されていることに言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	6 
	NDP (Neighbor Discovery Protocol)
(アドレス解決の方法として、NDPを採用していること、その仕組みについて言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	7 
	MLD (Multicast Listener Discovery)
(IPv4でのIGMP (Internet Group Management Protocol)の機能がMLD(Multicast Listener Discovery) としてICMPｖ6上に統合されていることに言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	8 
	アドレスの自動設定
(RA(Router Solicitation)を利用したステートレスアドレス自動設定、DHCPv6を利用したストートフルアドレス自動設定について言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	9 
	IPv6ヘッダ
(シンプルなヘッダ構造をしており、機能ごとに拡張ヘッダを利用することについて言及していること。またヘッダの中身について言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)



2.2. 移行技術(必須項目)
	IPv6独自技術

	1 
	ネットワーク設計
(IPv4/IPv6独立ネットワーク、IPv4/IPv6デュアルスタックネットワークについて言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	2 
	トンネリング
(トンネリング技術の仕組み、IPv6 over IPv4トンネリングについて言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	3 
	トランスレータ(推奨項目)
(IPｖ4/IPv6のプロトコル変換の仕組みについて言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	4 
	Large Scale NAT (推奨項目)
(大規模なNATがIPｖ4アドレス枯渇の対策として利用されることに言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	5 
	4-6 プロキシ(推奨項目)
(IPv4->IPv6、IPv6->IPv4とWebサーバ等にアクセスするためのプロキシ技術の仕組みについて言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)



2.3.  運用技術(必須項目)
	IPv6技術を習得するにあたり必要な既存技術 (L2)

	①
	イーサネット
(CSMA/CD方式、イーサネットのフレームフォーマット、MACアドレス、ファストイーサネットやギガビットイーサネット等のイーサネットの規格について言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	2 
	イーサネットスイッチング
(ハブ、スイッチ、L3スイッチの違い及びアーキテクチャについて言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	3 
	VLAN
(VLANの仕組み、タグVLAN、ポートVLAN及びIEEE802.1Qの規格について言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	IPv6独自技術(ルーティングプロトコル)

	④
	OSPFv3 (OSPFv3の規格および動作について言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	5 
	RIPng (RIPngの規格および動作について言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	6 
	BGP4＋ (BGP4＋の規格および動作について言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	IPv6技術を習得するにあたり必要な既存技術　(アドレス設計)

	⑦
	アドレス設計の方法
(アドレッシングの際に必要となるアグリゲーションポイントや拡張性等の注意事項について言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	IPv6技術を習得するにあたり必要な既存技術(サーバ)

	8 
	DNSサーバ
(BINDの導入方法、設定方法について、またAAAAレコードについて言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	9 
	メールサーバ
(SMTP、POP、IMAPの仕組みについて言及していること。また、sendmail 等代表的なメールサーバアプリケーションの設定方法について言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	10 
	WWWサーバ(Apache、IISの仕組み及び設定方法について言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	11 
	DHCPv6 (DHCPサーバの動作について言及していること)


	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	IPv6技術を習得するにあたり必要な既存技術 (セキュリティ)

	⑫
	IPsec
(IPsecの仕組み、セキュリティプロトコルであるESPとAH、トランスポートモード、トンネルモードについて言及していること。またIPv6では必須の機能として組み込まれていることに言及すること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	13 
	ファイアウォール
(ファイアウォールの仕組み、パケットフィルタリング・アプリケーションレベルゲートウェイについて言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	IPv6技術を習得するにあたり必要な既存技術 (品質保証)

	14 
	QoS
(QoSの仕組み及び受付制御、フロー制御、ポリシング、シェーピング、スケジューリング、キュー管理等QoSの制御機能について言及すること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)



2.4.  管理技術(推奨項目)
	IPv6技術を習得するにあたり必要な既存技術 (ネットワーク、トラフィック管理のために必要な技術)

	1 
	ICMP
(ICMPパケット及びメッセージの種類についての言及があり、ICMPを利用したpingやtraceroute等のアプリケーションについて言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	2 
	SNMP
(一般的なトラップ、エージェントの設定パラメータを含むSNMPの仕組み、SMNPを利用したアプリケーションの例示、利用方法について言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	IPv6技術を習得するにあたり必要な既存技術 (不正アクセス検知)

	3 
	IDS (推奨項目)
(IDS(Intrusion Detection System)のシグネチャ検出型及びアノーマリ検出型等の仕組み、及びホスト型、ネットワーク型等の種類について言及していること)

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)


	IPv6技術を習得するにあたり必要な既存技術 (ログ管理)

	4 
	Syslog  (推奨項目)
 (ファシリティ、レベル、ログの在り処を含むsyslogの仕組みについて言及していること) 

	
	認定試験・カリキュラムでの記述
(テキスト名、ページ数、項目、タイトル等)



以上
